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気持ちが伝わるあいさつ・会釈 
校長 水谷 茂樹 

５月の雲一つなく晴れた青空の下、「おおくす」

に見守られながら、子どもたちは元気に校門をくぐ

っていきます。とても気持ちのよい朝です。 

４月から校門で子どもたちを迎える中で、子ども

たちの様子を見ていると、すばらしいと感じる姿を

たくさん見ることができます。 

高学年の子が１年生の子の手をやさしく引いて

安全に連れてくる姿、注意されなくても 2列できち

んと並んでくる姿、雨の日は傘をさしてぶつからな

いように 1列できちんと歩いてくる姿など、ほめる 

ことが多く感心します。それ以外に、私がいいなあと感じるのが、あいさつをするときの姿です。

大きな声で元気にあいさつをする子、明るく笑顔であいさつをする子、やさしい声とともに会

釈をする子、私の目を見て丁寧に会釈をする子など、あいさつや会釈を通して、どの子からも

気持ちが伝わってきます。この姿は、渋川っ子の素敵なところだと自慢できます。 

朝、校門やロータリー、玄関に立ってあいさつをしている先生、教室で子どもたちを迎えな

がらあいさつをしている先生、黒板にあいさつメッセージを書いて子どもたちを迎えている先

生、登校を見守りあいさつをかわしてくださる保護者・地域の方・スクールガードの皆さんなど

あたたかい皆さんの姿・姿勢も、渋川小・渋川小校区の素敵なところだと自慢できます。 

子どもたちも自分たちで素敵な雰囲気をつくるよう

に活動しています。左のカードは、５月に児童会が中

心となって行った「あいさつビンゴ」の活動で使用し

たカードです。放課に廊下などで出会ってあいさつを

交わした後、先生や児童会の子からスタンプやサイン

をしてもらい、一列以上ビンゴができると「渋川小児

童会」のスタンプを押してもらえます。 

私も廊下などで、たくさんの子とあいさつを交わし、

「水谷（みずたに）と読むよ」と印鑑をカードに押しま

した。とても気持ちがよくなる素敵な活動でした。 

スタンプやサインなどは 1日二つまでしか集めら

れないので、左のカードの持ち主は、きっと期間中ず

っとあいさつをがんばったのだと思います。  

このように、子どもたち自らがアイデアを出し合っ

て、渋川小をよりよくしようとしているところも、素敵な

ところだと自慢できます。 



今年度のグランドデザインです。学校・家庭・地域の連携 

を大切にして、子どもたちを育んでいきたいと思いますので、 

ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 
 
＜令和 5年度 グランドデザイン＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お願いとお知らせ】 

 

 

 

 

〇 熱中症対策として、お茶等を多めに持たせるようにしてください。 

〇 自転車に乗るときは、ヘルメットを必ずかぶるように、ご家庭でもご指導をお願いします。 
〇 今年度の金管バンド部の活動は、地域移行を進めていくことを前提として、外部講師の指導
を中心に継続しますが、指導できる時間が限られていることもあり、新たな部員の募集は行い
ませんので、ご理解をよろしくお願いいたします。 


